
●
お
申
し
出
の
際
に
必
要
な
も
の

「
本
人
の
保
険
証
」

「
口
座
振
替
の
預
金
通
帳
と
お
届
け

　
印
」

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の

皆
様
に
健
康
や
医
療
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
制

度
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
に
、

医
療
費
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
回

の
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
９

月
末
に
平
成
21
年
１
月
か
ら
６
月
診

療
分
の
医
療
費
通
知
を
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
よ
り
送
付
し

ま
す
。

　
な
お
、
医
療
費
通
知
は
、
請
求
書

で
は
な
く
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
の

診
療
報
酬
明
細
書
に
基
づ
き
「
医
療

費
の
総
額
」
を
記
載
し
て
お
り
、
記

載
さ
れ
て
い
る
月
に
病
院
や
薬
局（
等
）

に
か
か
ら
れ
た
一
覧
で
す
の
で
、
受

け
取
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
申
請
な

ど
の
手
続
き
を
さ
れ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
通
知
に
よ
り
ま

し
て
、
受
診
を
制
限
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
機
関
な
ど
の
請
求
の
遅
れ
等

の
た
め
、
医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
た
は

住
民
課
国
保
医
療
係
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
通
知
は
領
収
書
で
は
あ
り

　
ま
せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
時
の
医

　
療
費
控
除
証
明
書
と
し
て
は
、
使

　
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
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成
21
年
度
虻
田
地
区
戦
没
者
追

　
　
悼
式
が
８
月
５
日
約
50
人
の
遺

族
や
関
係
者
が
参
列
し
、
青
葉
忠
魂

碑
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
町
長
が
「
戦
没
者
の
御
霊
が

安
ら
か
に
鎮
ま
り
、
ご
遺
族
に
ご
加

護
が
賜
り
ま
す
よ
う
に
」
と
式
辞
を

述
べ
、
参
列
者
全
員
が
白
い
菊
を
手

向
け
、
戦
没
者
を
追
悼
し
ま
し
た
。

■
「
医
療
費
通
知
」
に
つ
い
て

保
険
料
は
、長
寿
医
療
制
度（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
）を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。納
期
限
内
の
お
支
払
い
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●平成21年度の医療費通知の発送予定

診 　療　 月

医療費通知を

発送する時期

平成21年１月～

平成21年６月

平成21年９月末

平成21年７月～

平成21年12月

平成22年３月末

　
　
で
は
８
月
１
日

　
　
付
で
、「
交
通
安

全
の
町
」
「
暴
力
追

放
・
防
犯
の
町
」
宣

言
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
旧
虻
田
町
、
旧
洞
爺
村
で
は
、
議
会
決
議

に
よ
る「
防
犯
の
ま
ち（
村
）や「
暴
力
追
放
」

の
宣
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、合
併
協

議
に
よ
り
合
併
時
に
廃
止
、新
町
に
お
い
て

新
た
に
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
町
内
で
は
、空
き
家
な
ど
で
の

不
審
火
と
思
わ
れ
る
火
災
が
連
続
し
て
発

生
し
、幸
い
に
振
り
込
め
詐
欺
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、複
雑
多
様
化
す
る
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、町
民
生
活
が
脅
か
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、交
通
安
全
と
同
様
に
関
係
機

関
、団
体
な
ど
と
連
携
し
て
警
戒
を
強
め
て

い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　交通事故のない社会の実現は、私たち洞

爺湖町民の願いです。

　この願いを一瞬にして奪い、平穏な暮ら

しを破壊する悲惨な交通事故をなくすこ

とは、重要かつ緊急の課題です。

　交通事故をなくすためには、町民一人ひ

とりが交通ルールを守ること、交通安全を

常に心がけること、思いやりのある交通マ

ナーを実践するとともに交通環境の改善

を図ることが必要です。

　私たち、町民は、「交通安全に心がけ交通

事故のない安全で安心して住みよい町」を

めざし、"事故ゼロへの誓いをこめて"ここ

に洞爺湖町は「交通安全の町」を宣言します。

　犯罪を防止して、暴力のない、安全で安
心して暮らすことのできる地域社会の実
現は、洞爺湖町民が永遠に念願するところ
です。
　しかしながら、近年のめまぐるしい社会
情勢の変化に伴い、犯罪は巧妙かつ悪質化
し、また、暴力は一向に減少する傾向が見
られません。
　平穏な日常生活と安全を守るため、町民
総ぐるみで防犯思想の普及、高揚を図ると
ともに暴力行為を認めない地域づくりに
努め、すべての犯罪・暴力行為を排除して
いかなければなりません。
　このため、町では、あらゆる関係機関、団
体と連携を図り、町民一人ひとりの協力と
実践により「犯罪を防止して、暴力のない
平和で明るく住みやすい町」をめざし、こ
こに洞爺湖町は「暴力追放・防犯の町」を宣
言します。

「交通安全の町」「暴力追放・防犯の町」宣言制定

暴力追放・防犯の町宣言 交通安全の町宣言

■
虻
田
地
区

永
久
の

平
和
を
誓
う

戦
没
者
追
悼
式

白い菊を手向ける参列者白い菊を手向ける参列者


